


山側1・製材加工)　杉生　峰野成彦氏
「スギ・ヒノキ 流通促進への取組み」

杉生は、新城市４社の製材所が集まりできた会社です。木造
の構造材、内外装材、造作材加工から建具や家具の製作まで
を担い、木材の流通促進に取り組んでいます。「森はとおい
未来からのあずかりもの」という言葉を大切に、森からの恵
みを皆様にお届けすることをテーマとして、木を積極的に使
っていただけるよう努力しています。

山側2・自治体)　下呂市企画財政課　田谷諭志氏
「下呂市「森と人の物語」推進プロジェクト」

下呂市では「森と人の物語」推進プロジェクトを立ち上げ、
岩屋ダムで繋がる上下流域住民がともに“木”の価値を学び、
再発見し、発展させることにより、森林の保全・再生を流域
全体で支える循環型社会の構築に取り組んでいます。

山町1・建設会社）阿部建設　阿部一雄氏
「地域の木材循環活動を考える」

阿部建設は今年で創業111年になります。長年に渡り木材を
使った建築を手掛け、最近では住宅以外に木造の施設建設も
増えてきました。今回は川下で仕事をしている立場から、様
々な試み・提案をお伝えしたいと考えています。

山町2・団体）あいちの木で家をつくる会　福井徹也氏
「地域材利用のしくみづくり」

「あいちの木で家をつくる会」は、地域で育った木を、家づ
くりや暮らしに取り入れ、森を活性化させながら健康な住ま
いづくりを進めています。木取りを含めた部材の標準化や厚
板材利用を検討し、古民家調査より学んだ「あいちの家」を
提案し、資源やエネルギー消費の少ない循環型社会をめざし
ています。

町側1・組織事務所）石本建築事務所　榎戸正浩氏
「合理的なコストで実現する「地元の木で建てる公共建築」」

公共施設は地元の材料で建てたい。当然の要望、実現できて
当たり前、、、ところが、発注図面の特記仕様書に「地元の
木材を採用すること」と記載すると、その当然の希望が高嶺
の花と化す。この理不尽な常識を覆す、、、当たり前のこと
を当たり前に実現した二つの実例を通し、木造をとりまく社
会的構図について皆さんと共に考えたいと思います。

町側2・建築家）佐々木勝敏氏
「ちいさな木造」

「都市の木質化」が中心市街地を基点とする規模の大きな木
造建築だとすると私たちが設計してきた多くの個人住宅は
100平米に満たない小さな木造建築である。ゆえに今後、木
と共に暮らす多くの人にむけて木造の多様性を示していきた
いと考えている。


